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金
属
労
協
は
、
2
0
1
1
年
７
月
２
日
、

2
0
1
1
年
度
Ｉ
Ｍ
Ｆ

−

Ｊ
Ｃ
女
性
交
流

集
会
を
開
催
し
た
。
集
会
で
は
、
金
属
労

協
加
盟
組
合
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
約
50
名
が

一
堂
に
会
し
、「
金
属
産
業
で
女
性
が
い
き

い
き
と
働
き
続
け
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
西
原
浩
一
郎
議
長
が
挨
拶
に
立

ち
、「
Ｉ
Ｍ
Ｆ

−

Ｊ
Ｃ
の
女
性
組
合
員
比
率

は
12
・
6
％
だ
が
、
諸
活
動
へ
の
女
性
参

加
率
は
、
こ
れ
を
下
回
っ
て
い
る
。
こ
の

状
況
を
改
善
す
る
た
め
、2
0
1
0
年
に﹃
女

性
参
画
中
期
目
標
・
行
動
計
画
﹄
を
策
定
し

﹁
金
属
産
業
で
女
性
が
い
き
い
き
と
働
き
続
け
ら
れ
る
た
め
に
﹂  

  
を
テ
ー
マ
に
３
つ
の
事
例
報
告
と
活
発
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
行
う

た
。
こ
の
目
標
を
踏
ま
え
、
2
0
1
0
年

９
月
の
定
期
大
会
で
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

−

Ｊ
Ｃ

で
初
と
な
る
女
性
常
任
幹
事
を
２
名
選
出

し
た
。
ま
た
、
す
べ
て
の
専
門
委
員
会
に
女

性
委
員
を
２
名
ず
つ
登
録
し
、
政
策
立
案

に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。」「
今
回
で
２

回
目
と
な
る
こ
の
女
性
交
流
集
会
の
目
的

は
２
つ
あ
る
。
一
つ
は
金
属
産
業
の
組
合

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
交
流
を
通
じ
て
、
経
験

交
流
や
情
報
交
換
の
場
に
し
た
い
。
金
属

産
業
と
い
う
共
通
項
の
中
で
、
他
労
組
の

制
度
や
取
り
組
み
事
例
を
共
有
化
し
、
皆

さ
ん
の
今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。

二
つ
に
は
、
こ
の
女
性
交
流
集
会
を
通
じ

て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題
を
金
属
労
協

の
活
動
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。
本
日
は

先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
３
つ

の
組
合
か
ら
事
例
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
を
受
け
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
中

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
交
換
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
た
い
」
等
と
参

加
者
を
激
励
し
た
。

2
0
1
1
年
度 

Ｉ
Ｍ
Ｆ

−

Ｊ
Ｃ
女
性
交
流
集
会 

● 

報
告

　

議
長
挨
拶
に
引
き
続
い
て
、「
働

く
女
性
と
労
働
組
合
の
取
り
組
み
」

を
テ
ー
マ
に
事
例
報
告
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
林
典
子
不
二
サ
ッ
シ
ユ
ニ

オ
ン
中
央
執
行
委
員
長
よ
り
、「
労

働
組
合
へ
の
女
性
参
画
」
を
促
進
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

た
。
報
告
で
は
、
小
人
数
の
営
業
所

に
副
職
場
委
員
を
置
く
こ
と
で
女
性

の
組
合
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
し
た
こ

と
や
、
春
闘
研
修
会
の
日
程
（
日
月
↓

金
土
）や
会
場（
熱
海
↓
横
浜
）を
見
直
す

こ
と
に
よ
っ
て
女
性
を
含
め
た
全
体
の
参

加
率
を
向
上
さ
せ
た
こ
と
な
ど
、
具
体
的

な
事
例
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
参
加
し
や

す
い
環
境
を
調
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す

べ
て
の
組
合
員
に
組
合
活
動
へ
の
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、
組
合
活
動
へ
の
参
加
を

拡
大
し
て
き
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

　

次
に
、
冨
田
珠
代
日
産
労
連
中
央
執
行

委
員
・
政
策
企
画
局
長
よ
り
、「
職
場
に
お

け
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン（
女
性
の

活
躍
推
進
）」
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

報
告
で
は
、
ル
ノ
ー
社
と
の
資
本
提
携
を
機

に
成
果
主
義
型
人
事
制
度
や
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
の
考
え
方
が
導
入
さ
れ
、
女
性
の
能
力

活
用
が
促
進
さ
れ
た
こ
と
と
い
う
背
景
や
、

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
や
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、
生
産
ラ
イ
ン
で

の
エ
ル
ゴ
ノ
ミ
ク
ス（
人
間
に
と
っ
て
の
使

い
や
す
さ
）の
向
上
な
ど
、
具
体
的
な
女
性

を
見
直
す

こ
と
に
よ
っ
て
女
性
を
含
め
た
全
体
の
参

加
率
を
向
上
さ
せ
た
こ
と
な
ど
、
具
体
的

挨拶する西原議長

グループワー
ク

TOPICS2
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活
躍
推
進
の
施
策
を
紹
介
し
た
。

　

最
後
に
、
福
坂
明
子
東
芝
グ
ル
ー
プ
連

合
東
芝
労
働
組
合
執
行
委
員
よ
り
、「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活

の
調
和
）」
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。
報

告
で
は
、「
一
人
ひ
と
り
の
充
実
し
た
人
生

が
企
業
の
利
益
あ
る
持
続
的
成
長
の
再
発

進
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
や
、
両
立
支
援

制
度
の
狙
い
を
「
う
ま
く
休
む
の
で
は
な

く
、
い
き
い
き
働
き
続
け
る
た
め
の
制
度
」

と
し
て
い
る
こ
と
、
育
児
・
介
護
・
看
護

の
支
援
策
や
時
間
単
位
年
休
な
ど
の
両
立

づ
け
る
た
め
に
解
消
す
べ
き
課
題
」
と
「
そ

の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
」
を
議
論
し
た
。 

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
報
告
で
は
、
①
ロ
ー

ル
・
モ
デ
ル
が
必
要
。
各
自
が
ロ
ー
ル
・
モ

デ
ル
に
な
り
、
次
の
世
代
に
繋
い
で
い
く
こ

と
が
大
切
。
②
企
業
・
労
働
組
合
の
ト
ッ
プ

の
意
識
改
革
、
女
性
自
身
の
意
識
改
革
が
必

要
。
こ
の
集
会
の
よ
う
な
場
に
男
性
も
参

加
し
て
ほ
し
い
。
③
女
性
が
参
加
し
や
す

い
組
合
活
動
に
す
る
に
は
、
組
合
役
員
の

働
き
方
を
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
る
も
の
に
変
革
を
。
等
の
意
見
が

共
通
し
て
出
さ
れ
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
発

言
し
や
す
い
雰
囲
気
で
活
発
な
議
論
が
で

き
た
」「
他
労
組
の
目
標
と
す
る
施
策
や
取

り
組
み
、
様
々
な
意
見
を
聞
き
、
参
考
に

グループワーク

総括コメントする冨高女性連絡会委員

女性交流集会終了後に全員で記念撮影

支
援
制
度
や
、「
き
ら
め
き
塾
」
な
ど
の
キ

ャ
リ
ア
形
成
支
援
策
等
、
制
度
の
狙
い
や

具
体
的
な
制
度
内
容
を
紹
介
し
た
。

　

続
い
て
、
３
つ
の
事
例
報
告
を
踏
ま
え

て
、
西
野
ゆ
か
り
女
性
連
絡
会
委
員
か
ら

課
題
提
起
を
行
な
っ
た
。

　

続
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
昼
食
を
取

り
な
が
ら
自
己
紹
介
を
行
っ
た
後
、
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
、
事
例
報
告
を
踏
ま
え
、
①
組
合

活
動
へ
の
女
性
参
画
、
②
職
場
に
お
け
る

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
、
③
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、
の
３
つ
の
課
題
に
つ

い
て
、
参
加
者
が
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
各
自
報
告
し
、
相
互
に
意
見
交
換
を
行

っ
た
上
で
、「
女
性
が
い
き
い
き
と
働
き
つ

な
っ
た
」「
取
り
組
み
課
題
や
悩
み
な
ど
を

共
有
で
き
た
」
な
ど
、
有
意
義
な
意
見
交

換
が
で
き
た
と
の
声
が
多
く
あ
げ
ら
れ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
報
告
を
受
け
て
、
冨

高
裕
子
女
性
連
絡
会
委
員
が
全
体
総
括
を

行
な
っ
た
。

　

最
後
に
閉
会
挨
拶
を
若
松
英
幸
事
務
局

長
が
行
い
、
２
回
目
と
な
る
女
性
交
流
集
会

を
通
じ
て
お
互
い
に
有
意
義
な
情
報
交
換
・

意
見
交
換
の
場
と
す
る
と
と
も
に
、
女
性

リ
ー
ダ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
一

助
と
も
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
評
価
し
た
。

　

集
会
の
参
加
者
か
ら
は
、
①
率
直
な
意

見
交
換
が
で
き
た
。
②
他
業
種
の
人
と
交

流
で
き
て
良
か
っ
た
。
③
他
労
組
の
事
例

を
聞
き
、
今
後
の
取
り
組
み
の
参
考
に
な
っ

た
。
④
先
輩
方
の
す
ば
ら
し
い
ス
ピ
ー
チ

を
聞
き
刺
激
を
受
け
た
。
⑤
立
派
な
女
性
、

頑
張
っ
て
い
る
女
性
に
会
え
た
。
等
の
意

見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

グループワーク報告
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私
は
不
二
サ
ッ
シ
ユ
ニ
オ
ン
と
い
う
単

組
の
委
員
長
の
立
場
で
、
私
ど
も
の
組
織

に
お
け
る
女
性
参
画
の
事
例
を
発
表
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
各
組
織
毎
に
、

状
況
等
も
違
い
ま
す
の
で
、
私
ど
も
の
取
り

組
み
が
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に
該
当
す
る
も

◆ 
事
例
報
告
１ 

不
二
サ
ッ
シ 

ユ
ニ
オ
ン

の
で
は
な
い
と
い
う
点
を
、
予
め
ご
理
解

い
た
だ
き
、
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
事
例
と

い
う
こ
と
で
お
聴
き
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

自
己
紹
介

　

ま
ず
、
簡
単
に
自
己
紹
介
か
ら
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
私
は
、
1
9
8
2
年
に
不

二
サ
ッ
シ（
株
）
に
入
社
し
、
企
画
部
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
室
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。な
お
、

こ
の
部
署
は
今
で
は
情
報
シ
ス
テ
ム
部
に
名

前
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
以
来
2
0
0
8

年
に
組
合
の
専
従
に
な
る
ま
で
、
ず
っ
と
こ

の
情
報
シ
ス
テ
ム
部
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
入
社
し
て
か
ら
5

年
目
の
1
9
8
7
年
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
に
所
属
。
こ
れ
は
、
本
格
的
な
部
活
で
は

な
く
、
同
好
会
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
の

バ
レ
ー
部
の
部
員
た
ち
が
、
青
年
婦
人
協
議

会
（
現
・
青
年
協
議
会
）
に
入
る
と
い
う
話

が
あ
り
、
個
人
的
に
は
組
合
活
動
に
関
し
て

2
0
1
1
年
度 

Ｉ
Ｍ
Ｆ

−

Ｊ
Ｃ
女
性
交
流
集
会 

● 

報
告

は
ほ
と
ん
ど
興
味
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

「
仲
間
が
入
る
な
ら
」
と
い
う
軽
い
気
持
ち

で
私
も
入
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
1
9
9
0

年
に
青
年
婦
人
協
議
会
に
お
い
て
、
組
合
初

の
女
性
体
育
部
長
に
な
り
ま
し
た
。
女
性
協

が
な
い
た
め
、
男
女
一
緒
に
青
年
婦
人
協
議

会
で
活
動
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
体
育
部

長
は
主
に
行
事
を
企
画
す
る
立
場
に
あ
り
、

1
泊
の
ス
キ
ー
集
会
や
夏
の
旅
行
な
ど
を

企
画
す
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
ず
っ

と
慣
例
的
に
男
性
が
体
育
部
長
を
務
め
て

い
ま
し
た
。
女
性
が
体
育
部
長
に
な
っ
た
こ

と
は
、
不
二
サ
ッ
シ
ユ
ニ
オ
ン
と
い
う
組

織
に
と
っ
て
、
非
常
に
大
き
な
出
来
事
だ

と
い
う
こ
と
で
、
当
時
の
機
関
紙
に
も
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

組
合
役
員
の
あ
る
方
に
、「
女
性
が
、
宿
泊

を
伴
う
よ
う
な
行
事
を
企
画
す
る
立
場
に

な
る
と
、
下
見
な
ど
の
事
前
活
動
の
際
に

部
屋
が
も
う
一
部
屋
い
る
ね
」
と
言
わ
れ
、

そ
の
こ
と
は
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
お
り

ま
す
。
ち
な
み
に
、
私
が
青
年
婦
人
協
議

会
を
辞
め
て
か
ら
2
年
後
に
は
、
女
性
の

議
長
も
誕
生
し
て
い
ま
す
。
青
年
協
を
引

退
し
て
か
ら
、
2
0
0
2
年（
平
成
14
年
）

ま
で
の
約
12
年
間
、
私
は
ま
っ
た
く
組
合

活
動
に
は
携
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
な
ご
縁
が
あ
り
、
平
成
14
年
に

本
社
支
部
の
執
行
委
員
と
な
り
、
書
記
長
、

事
務
局
次
長
、
本
社
支
部
委
員
長
を
経
て
、

2
0
1
0
年
10
月
の
大
会
で
中
央
執
行
委

員
長（
本
社
支
部
委
員
長
兼
務
）に
な
り
ま

し
た
。

不
二
サ
ッ
シ
の
企
業
紹
介

　

次
に
、
弊
社
の
企
業
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
不
二
サ
ッ
シ（
株
）は
、
1
9

3
0
年
の
創
業
以
来
、
サ
ッ
シ
の
製
造
事
業

を
中
心
に
事
業
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ア
ル

ミ
サ
ッ
シ
の
分
野
に
お
い
て
は
、
1
9
5
8

不
二
サ
ッ
シ
ユ
ニ
オ
ン
に
お
け
る
女
性
参
画
事
例

Ｊ
Ａ
Ｍ
／
不
二
サ
ッ
シ
ユ
ニ
オ
ン
中
央
執
行
委
員
長　

林 

典
子

事例報告する林典子不二サッシユニオン委員長
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年
に
国
内
で
初
め
て
の
製
造
販
売
を
開
始
し

ま
し
た
。
サ
ッ
シ
業
界
の
老
舗
と
も
い
え
ま

す
。
現
在
の
事
業
の
割
合
と
し
て
は
、
ビ
ル

用
建
材
が
75
％
、
住
宅
が
17
％
、
そ
の
他
環

境
事
業
に
8
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

不
二
サ
ッ
シ
ユ
ニ
オ
ン
の
紹
介

　

で
は
、
こ
こ
か
ら
は
私
が
所
属
し
て
い

ま
す
不
二
サ
ッ
シ
ユ
ニ
オ
ン
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。
正
式
名
称
は
「
日
本
労
働
組

合
総
連
合
会
ジ
ェ
イ
・
エ
イ
・
エ
ム　

不
二

サ
ッ
シ
ユ
ニ
オ
ン
」
で
、
産
別
と
し
て
は
Ｊ

Ａ
Ｍ
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
37
万
人
の
組
織
の
な
か
の
1
つ
の

単
組
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
り
ま
す
。

　

私
が
不
二
サ
ッ
シ（
株
）に
籍
を
置
い
て
い

た
の
で
不
二
サ
ッ
シ（
株
）の
話
を
し
ま
し

た
が
、
実
は
不
二
サ
ッ
シ
ユ
ニ
オ
ン
の
組
織

は
、1
社
で
は
な
く
、
不
二
サ
ッ
シ（
株
）
と

不
二
ラ
イ
ト
メ
タ
ル（
株
）、（
株
）不
二
サ
ッ

シ
東
北
、（
株
）不
二
サ
ッ
シ
九
州
、
こ
れ
ら

4
社
を
ま
と
め
て
1
つ
の
不
二
サ
ッ
シ
ユ
ニ

オ
ン
と
い
う
扱
い
に
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

中
に
、
本
社
支
部
、
千
葉
支
部
、
九
州
支
部

の
3
支
部
が
あ
り
、
私
は
本
社
支
部
で
書
記

長
や
委
員
長
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

不
二
サ
ッ
シ（
株
）の
本
社
は
新
川
崎
に

あ
り
ま
す
。
千
葉
工
場
も
当
初
は
不
二
サ

ッ
シ（
株
）だ
っ
た
の
で
す
が
、
企
業
再
編

の
中
で
、
千
葉
工
場
は
不
二
サ
ッ
シ（
株
）

千
葉
工
場
と
不
二
ラ
イ
ト
メ
タ
ル（
株
）東

日
本
事
業
部
の
2
つ
に
分
か
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
九
州
の
子
会
社
、
九
州
不
二
サ
ッ

シ
も
、
不
二
ラ
イ
ト
メ
タ
ル（
株
）本
社
と

（
株
）不
二
サ
ッ
シ
九
州
の
製
造
部
の
2
つ

に
分
か
れ
ま
し
た
。
本
来
、
不
二
サ
ッ
シ

の
九
州
支
店
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
（
株
）不
二

サ
ッ
シ
九
州
の
本
社
に
な
り
、
東
北
支
店

だ
っ
た
と
こ
ろ
が
（
株
）
不
二
サ
ッ
シ
東
北

の
本
社
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
企
業

再
編
の
流
れ
を
受
け
て
、
元
々
は
同
じ
会

社
で
あ
っ
た
も
の
を
分
社
し
、
統
合
し
た

事
も
あ
り
、
各
社
で
組
合
を
分
け
る
よ
り
、

全
部
を
ま
と
め
て
1
つ
の
組
合
に
し
た
ほ

う
が
、
組
合
員
に
と
っ
て
も
安
心
で
あ
ろ

う
し
、
会
社
と
の
交
渉
も
し
や
す
い
と
い

う
こ
と
で
、
組
合
を
分
け
ず
に
、
1
つ
の

組
合
と
し
て
活
動
す
る
道
を
選
択
し
ま
し

た
。
な
お
、
千
葉
に
あ
る
工
場
内
に
勤
務

し
て
い
る
組
合
員
を
千
葉
支
部
、
九
州
の

工
場
内
で
勤
務
し
て
い
る
組
合
員
を
九
州

支
部
と
い
う
扱
い
に
し
て
お
り
、
私
が
委

員
長
を
兼
務
し
て
い
る
本
社
支
部
は
、、
そ

れ
以
外
の
組
合
員
の
方
、
つ
ま
り
全
国
に

あ
る
小
さ
な
支
店
や
営
業
、
本
部
の
人
事

や
総
務
や
情
報
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
ス
タ

ッ
フ
部
門
、
こ
う
し
た
人
た
ち
が
本
社
支

部
の
メ
ン
バ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

組
合
員
に
お
け
る
女
性
比
率
は

18
・
6
％

　

組
合
員
に
お
け
る
男
女
の
比
率
に
つ
い

て
で
す
が
、
私
ど
も
不
二
サ
ッ
シ

ユ
ニ
オ
ン
の
女
性
比
率
は
18
・6
％

で
、こ
の
数
字
は
Ｊ
Ａ
Ｍ
の
中
で
は

高
い
数
字
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
こ

れ
を
支
部
別
に
見
る
と
、
営
業
、支

店
、ス
タ
ッ
フ
部
門
が
多
い
本
社
支

部
に
お
け
る
女
性
の
比
率
は
27
・

4
％
と
圧
倒
的
に
数
字
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
本
社
支
部
に
お
け
る

組
合
員
の
女
性
比
率
が
女
性
27
・

4
％
と
い
う
な
か
で
、
組
合
役
員

の
女
性
比
率
は
本
社
支
部
に
お
い

て
57
・
8
％
と
、
非
常
に
高
い
数
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
千
葉

支
部
に
お
い
て
は
工
場
で
あ
る
こ

と
も
あ
り
、
女
性
の
組
合
員
が
25
人
し
か

い
ま
せ
ん
。
そ
の
な
か
で
、
役
員
は
1
人

で
す
。
九
州
支
部
は
96
人
の
女
性
組
合
員

に
対
し
て
女
性
役
員
が
8
人
で
す
。
女
性

組
合
員
の
比
率
が
17
％
、
そ
の
う
ち
女
性

役
員
の
比
率
は
12
％
で
す
の
で
、
か
な
り

努
力
し
て
い
る
ほ
う
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

全
体
で
見
る
と
本
社
支
部
に
お
け
る
数
字

が
か
な
り
高
い
こ
と
も
あ
り
、
3
支
部
の

合
計
を
見
ま
し
て
も
、
全
組
合
員
に
お
け

る
女
性
の
比
率
が
18
・6
％
で
あ
る
の
に
対

し
、
女
性
役
員
は
全
体
の
25
・5
％
で
す
。

本
社
支
部
の
各
役
員
数

　

こ
こ
か
ら
は
、
本
社
支
部
に
着
目
し
て

話
を
進
め
ま
す
。
こ
れ
は
（
図
表
1
）
本

社
支
部
の
各
役
員
別
の
人
数
で
す
。
執

行
委
員
、
中
央
委
員
が
機
関
決
定
会
議
に

出
席
す
る
立
場
で
執
行
役
員
は
選
挙
で
選

ば
れ
ま
す
。
中
央
委
員
は
、
各
職
場
の
代

表
の
中
か
ら
適
任
者
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
、「
あ
な
た
お
願
い
ね
」
と
い
う
選
び
方

を
し
て
い
ま
す
が
、
と
も
に
女
性
の
比
率

は
25
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
注
目

し
て
頂
き
た
い
の
は
、
副
職
場
委
員
に
お

い
て
は
、
68
・
4
％
が
女
性
で
あ
る
こ
と

で
す
。
こ
こ
が
実
は
、
本
社
支
部
の
女
性

比
率
を
大
き
く
引
き
上
げ
て
い
る
1
つ
の

要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
「
す
べ
て
の
職
場
に
組
合
役
員

図表 1　支部別組合役員比率
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を
！
」
と
い
う
取
り
組
み
に
よ
っ
て
果
た

せ
た
状
況
で
す
。
私
が
書
記
長
に
な
っ
た

と
き
に
は
本
部
ス
タ
ッ
フ
部
門
（
情
報
シ

ス
テ
ム
、
経
理
、
人
事
な
ど
）
に
は
、
各

部
署
に
必
ず
職
場
委
員
が
い
ま
し
た
。
40

～
50
人
い
る
よ
う
な
職
場
に
つ
い
て
は
、

補
佐
的
な
役
割
を
す
る
副
職
場
委
員
を
つ

け
て
い
ま
し
た
。
支
店
で
は
20
～
50
人
に

な
る
の
で
、
そ
こ
に
も
必
ず
職
場
委
員
を

置
い
て
い
ま
し
た
が
、
大
き
な
支
店
に
は

執
行
委
員
も
置
い
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で

も
や
は
り
人
数
が
多
け
れ
ば
副
職
場
委
員

を
補
佐
と
し
て
つ
け
ま
し
た
。
一
方
で
、

営
業
所
に
な
る
と
、
組
合
員
が
1
人
と
い

う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
組
合
員
で
は
な

い
営
業
所
長
と
男
性
次
長
、
そ
こ
に
組
合

員
の
女
性
が
1
人
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

り
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
組
合
員
の
役
員

を
置
く
必
要
は
無
い
と
い
う
考
え
か
ら
、

当
初
は
、
営
業
所
に
は
組
合
の
役
員
を
置

い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
は
職
場
の
隅
々
ま
で

組
合
の
活
動
が
浸
透
し
な
い
と
考
え
、
ど

ん
な
に
小
さ
な
営
業
所
で
あ
っ
て
も
、
配

布
物
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
窓
口
に
な
る

方
が
必
ず
い
る
の
で
、
そ
の
方
た
ち
全
員

に
、「
こ
れ
ま
で
に
比
べ
て
大
き
な
負
荷
を

か
け
る
こ
と
は
し
な
い
の
で
立
場
的
に
副

職
場
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

お
願
い
を
し
、
全
員
か
ら
了
解
を
得
ま
し

た
。
た
と
え
1
人
の
職
場
で
あ
っ
て
も
、

そ
う
し
た
位
置
づ
け
を
つ
く
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
副
職
場
委
員
に
は
月
5
0
0

円
の
手
当
て
が
つ
き
ま
す
。
で
す
か
ら

5
0
0
円
×（
当
時
は
）
50
営
業
所
と
い

う
こ
と
で
、
年
間
で
見
て
も
さ
ほ
ど
の
金

額
で
は
な
い
と
い
う
理
由
も
あ
り
、
事
務

局
長
か
ら
も
了
解
を
得
て
、
こ
う
し
た
形

に
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
女
性
の
役
員

が
一
気
に
増
え
、
副
職
場
委
員
の
女
性
比

率
が
68
・4
％
に
な
り
ま
し
た
。

大
会
に
毎
年
女
性
比
率
27
・
4
％

を
ク
リ
ア

　

本
社
支
部
で
は
、
各
級
組
合
会
議
へ
の

女
性
の
参
加
率
を
、
本
社
支
部
に
お
け
る

女
性
比
率
で
あ
る
27
・
4
％
を
目
標
に
設

定
し
て
い
ま
し
た
。
営
業
所
の
方
々
は
配

布
物
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
窓
口
だ
っ
た

と
き
に
は
、
定
期
大
会
や
年
次
大
会
の
出

席
対
象
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
副
職
場
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て

か
ら
は
、
こ
う
し
た
会
議
に
も
出
席
す
る

よ
う
呼
び
掛
け
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
代
議
員
定
数
が
あ

る
の
で
、
希
望
者
全
員
に
来
て
頂
け
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
は
職

場
委
員
が
優
先
で
、
職
場
委
員
の
都
合
が

つ
か
な
い
と
き
に
は
副
職
場
委
員
さ
ん
に

来
て
頂
き
た
い
と
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
積

極
的
に
出
席
し
て
下
さ
る
役
員
も
多
く
、

目
標
で
あ
っ
た
27
・
4
％
を
、

毎
年
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。（
図
表
2
参
照
）

春
季
研
修
会
に

女
性
参
加
者
数
が
増
加

　

支
部
と
し
て
実
施
し
て
い
る

大
き
な
会
議
の
一
つ
に
春
季
研

修
会
が
あ
り
、
こ
れ
は
春
闘
の

時
期
に
全
国
の
職
場
委
員
を
集

め
て
、
春
闘
方
針
お
よ
び
、
要

求
案
の
内
容
を
説
明
し
ま
す
。

こ
れ
は
組
合
と
し
て
は
非
常
に

大
き
な
取
り
組
み
の
一
つ
で
、

本
社
支
部
は
、
以
前
か
ら
1
泊

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

も
出
席
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
副
場
職
場

委
員
に
も
声
が
け
を
始
め
た
と
こ
ろ
、女
性

の
比
率
が
増
え
始
め
、
27
・
4
％
と
い
う
数

字
が
2
0
0
8
年
く
ら
い
か
ら
ク
リ
ア
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。2
0
1
0

年
に
関
し
て
は
、
女
性
24
人
対
男
性
21
人

と
い
う
こ
と
で
、
女
性
の
出
席
者
数
が
上

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
女
性
の
出
席

者
数
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
全
体
の

出
席
者
数
も
増
え
て
い
ま
す
。

女
性
参
加
者
数
増
加
へ
の
工
夫

　

こ
う
し
た
結
果
は
、
い
く
つ
か
の
工
夫

を
し
た
結
果
で
も
あ
り
ま
す
。
1
つ
目
は
、

先
ほ
ど
か
ら
申
し
上
げ
て
来
ま
し
た
通

り
、
職
場
委
員
だ
け
で
は
な
く
副
職
場
委

図表 2　 年次・定期大会における女性代議員の割合推移

女性交流集会で事例報告を行う林氏
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員
に
も
案
内
を
出
し
た
こ
と
。
2
つ
目
は
、

開
催
地
を
こ
れ
ま
で
の
熱
海
か
ら
、
横
浜

に
変
え
た
こ
と
。
研
修
で
は
あ
り
ま
す
が
、

1
年
間
ご
苦
労
頂
い
た
職
場
委
員
さ
ん

へ
の
慰
労
や
、
普
段
顔
を
合
わ
せ
る
機
会

の
少
な
い
役
員
同
士
の
交
流
を
図
る
と
い

う
意
味
も
あ
り
、
夕
食
時
に
は
浴
衣
を
着

て
、
座
敷
で
寛
ぎ
な
が
ら
懇
親
を
深
め
て

頂
け
る
よ
う
に
と
、
1
泊
２
日
の
研
修
に

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
開
催
地
を
熱
海
か

ら
横
浜
に
場
所
を
変
え
、
宿
泊
場
所
に
は
、

み
な
と
み
ら
い
の
万
葉
倶
楽
部
を
選
び
ま

し
た
。
首
都
圏
で
は
唯
一
、
浴
衣
で
食
事

が
で
き
て
、
宿
泊
も
で
き
る
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
。
熱
海
か
ら
横
浜
と
い
う
こ
と

で
、
ち
ょ
っ
と
お
洒
落
な
イ
メ
ー
ジ
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
1
日
目
に
研

修
を
実
施
し
、
1
泊
し
て
翌
朝
に
解
散
と

い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
し
て
あ
る
た
め
、

宿
泊
せ
ず
に
帰
り
た
い
役
員
さ
ん
に
と
っ

て
は
、
横
浜
の
ほ
う
が
便
利
で
す
。
帰
ら

れ
る
方
は
熱
海
か
ら
で
も
新
幹
線
で
帰
ら

れ
て
い
た
の
で
、
そ
う
し
た
方
か
ら
す
る

と
、
よ
り
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
全
国
か
ら

人
が
集
ま
り
ま
す
の
で
、
全
体
的
に
交
通

費
の
削
減
に
も
な
り
ま
し
た
。
熱
海
の
場

合
は
、
東
京
か
ら
行
く
人
も
そ
れ
な
り
の

交
通
費
が
掛
か
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ

の
分
の
交
通
費
が
抑
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
3
つ
目
は
日

曜
～
月
曜
に
開
催
し
て
い
た
も
の

を
、
金
曜
～
土
曜
に
し
た
こ
と
で

す
。
月
曜
の
朝
解
散
す
る
と
、
会

社
に
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
気
持
ち
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
で

き
な
い
と
い
う
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
土
曜
の
朝
に
解
散
と
し
た

こ
と
で
、
個
人
的
に
も
う
1
泊
し

て
観
光
す
る
事
も
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
で
、
男
女

共
に
参
加
率
が
ア
ッ
プ
し
、
こ
う

し
た
工
夫
は
、
概
し
て
、
女
性
に

は
大
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
研
修
会
の
中
に
国
会
見

学
を
取
り
入
れ
、
会
議
も
国
会
議

事
堂
の
中
の
会
議
室
を
借
り
て
開
催
す
る

な
ど
、
会
議
の
形
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
ま

し
た
。
写
真
は
そ
の
と
き
の
様
子
で
す
。

組
合
活
動
へ
の
参
画
促
進
に

こ
だ
わ
っ
た
活
動
の
展
開

　

こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
職
場
に
組
合

役
員
を
増
や
し
た
り
、
研
修
会
の
開
催

場
所
や
日
程
を
少
し
工
夫
し
た
り
、
自
由

な
雰
囲
気
づ
く
り
を
し
た
り
、
参
加
し
や

す
い
行
事
を
開
催
し
た
り
と
、
そ
う
し
た

こ
と
で
、
組
合
活
動
へ
の
全
体
的
な
参
画

促
進
に
こ
だ
わ
っ
て
活
動
を
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
決
し
て
、
女
性
だ
け
を
増
や

そ
う
と
い
う
目
的
か
ら
で
は
な
く
、
組

合
活
動
そ
の
も
の
に
対
し
て
、
い
か
に

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
か
、
そ
れ
を
考
え
て
実
行
し
た
結
果
の

こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
誰
も
が
興
味
を

持
て
る
組
合
活
動
を
考
え
れ
ば
、
自
動
的

に
女
性
も
参
加
し
や
す
い
組
合
活
動
に
な

り
、
自
然
と
女
性
の
参
画
率
が
ア
ッ
プ
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
女
性
の

参
画
率
ア
ッ
プ
を
目
標
と
し
て
い
た
と
い

う
よ
り
は
、
男
女
共
に
参
画
し
や
す
い
環

境
を
整
え
て
い
く
う
ち
に
、
自
然
と
女
性

が
増
え
て
き
た
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ

ろ
で
す
。（
図
表
３
、４
参
照
）

行
事
の
企
画
づ
く
り
は
、
多
様
な

行
事
を
複
数
選
ぶ
こ
と
が
大
切

　

行
事
の
企
画
も
組
合
員
の
組
合
活
動
へ

の
理
解
を
深
め
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
や
す
い
行
事
の
企
画
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
多
様
な
行
事
を
複
数
選
ぶ
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
り

多
く
の
組
合
員
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、「
親
し
み
易
い
組
合
活
動
」
を
多
く
の

組
合
員
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る

か
ら
で
す
。
こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
私
た

ち
は
会
社
の
厚
友
会
と
協
賛
と
い
う
形
で

様
々
な
行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
関
東

地
区
限
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
毎
年
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
シ
ョ
ー
ベ
ー
ス
を
借
り

図表 3　 組合活動参画促進への取り組み

国会議事堂の中の会議室での研修会
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て
、
こ
う
し
た
慰
労
会
を
や
っ
て
い
ま
す
。

東
京
見
学
を
企
画
し
た
と
き
は
、
圧
倒
的

に
女
性
が
多
い
の
が
お
分
か
り
い
た
だ
け

る
か
と
思
い
ま
す
（
写
真
）。
ほ
か
に
も

ス
キ
ー
ツ
ア
ー
、
や
サ
マ
ー
集
会
等
も
企

画
、
夕
食
懇
親
会
も
ご
家
族
連
れ
に
も
楽

し
ん
で
頂
け
る
よ
う
色
々
と
工
夫
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
企
画
づ
く
り
に
は
、
男
性
が

組
合
役
員
を
や
る
上
で
、
奥
様
の
理
解

が
得
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
等
を
企
画
し

て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
問
題
意
識
の
共
有
も
大
切
で
す
。「
こ

の
問
題
は
女
性
の
問
題
」
と
か
「
こ
れ
は

男
性
に
任
せ
よ
う
」
と
い
う
意
識
の
持
ち

方
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
問
題
を
男
女
で

解
決
で
き
る
よ
う
な
雰
囲
気
作
り
を
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
せ
っ
か
く
意
識
を
持
っ

て
組
合
活
動
に
協
力
し
て
下
さ
っ
て
い
る

女
性
組
合
員
や
組
合
役
員
を
、
放
さ
な
い

努
力
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
文
責
・
編
集
＝
金
属
労
協
組
織
総
務
局
）

と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
を
ど
う
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
く
か
が
課
題
で
す
（
図

表
５
参
照
）。
す
で
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
組
合
活
動
に

も
参
加
し
て
頂
く
と
い
う
一
つ
目
の
ス
テ

ッ
プ
は
ク
リ
ア
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
次

は
そ
こ
か
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
職

場
の
意
見
集
約
や
職
場
集
会
の
開
催
等
を

通
し
て
職
場
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
頂
く
事
や
、
大
会
や
研
修
会
、
委
員

会
等
で
の
発
言
の
機
会
を
増
や
し
て
い
く

等
、
本
当
の
意
味
で
組
合
活
動
に
参
画
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
組
合
役
員
の
レ

す
。「
あ
ん
な
に
楽
し
い
組
合
活
動
な
ら
、

ど
ん
ど
ん
や
り
な
さ
い
よ
」
と
奥
さ
ん
に

背
中
を
押
さ
れ
て
、
ご
主
人
が
組
合
役
員

に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
実
際
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
子
供
向
け
の
ゲ
ー
ム
を
仕
込
ん
だ

り
も
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ボ

ー
リ
ン
グ
大
会
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
は

組
合
役
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

　

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
組
合
役
員
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
で
す
。「
参
加
す
る
こ
と
に
意

義
が
あ
る
」
と
い
う
時
代
か
ら
、「
参
画
へ
」

図表 4　 女性参画率アップへ

図表 5　 これからの課題

東京見学
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み
な
さ
ん
は
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
と

い
う
言
葉
を
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？ 

今
日
は
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多

様
性
）」
と
い
う
考
え
方
を
中
心
に
組
織
が

大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
事
例
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

日
産
労
連
の
紹
介

　

日
産
労
連
は
1
9
5
5
年
に
結
成
さ
れ
、

2
0
1
1
年
7
月
現
在
、
組
織
人
員
は
約

14
万
6
0
0
0
名
で
、
3
8
0
労
組
が
加

盟
し
て
い
ま
す
。
組
織
形
態
は
、
企
業
別

労
組
が
直
接
日
産
労
連
に
加
盟
す
る
直
加

盟
と
、
主
に
日
産
車
を
販
売
す
る
販
売
会

社
の
労
組
で
作
る
全
日
産
販
売
労
働
組
合
、

主
に
車
両
の
部
品
を
製
造
す
る
労
組
で
作

る
部
品
関
連
労
働
組
合
が
あ
り
ま
す
。
日

産
労
連
の
特
徴
の
一
つ
に
、
日
産
自
動
車

と
は
直
接
取
引
や
資
本
関
係
が
な
い
組
合

が
多
数
加
盟
し
て
い
る
事
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
パ
ン
屋
さ
ん
や
、
デ
ィ
ズ
ニ

◆ 

事
例
報
告
2 

日
産
労
連

ー
ラ
ン
ド
で
販
売
し
て
い
る
ク
ッ
キ
ー
を

入
れ
る
缶
、
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
を
作
っ

て
い
る
会
社
な
ど
の
企
業
労
組
に
も
加
盟

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日

産
労
連
の
正
式
名
称
は
「
全
日
産
・
一
般

業
種
労
働
組
合
連
合
会
」
と
し
て
い
ま
す
。

福
祉
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る

日
産
労
連

　

日
産
労
連
の
活
動
の
中
で
、
特
に
力
を

入
れ
て
い
る
活
動
の
1
つ
に
社
会
福
祉
活

動
が
あ
り
ま
す
。
約
14
万
6
0
0
0
名
の

組
合
員
が
、
組
合
費
と
は
別
に
毎
月
1
人

1
0
0
円
を
拠
出
し
、
そ
れ
を
原
資
に
さ

ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

公
演
で
す
。
今
年
で
35
年
目
と
な
る
活
動

で
す
が
、
劇
団
四
季
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
障
が
い
を
抱
え
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
方
を
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
招
待
し
、
生

の
舞
台
を
見
て
感
動
を
味
わ
っ
て
頂
く
も

の
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、全
国
8
6
5
ヶ
所
、

招
待
者
は
1
1
4
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

日
産
自
動
車
の
紹
介

　

そ
れ
で
は
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
に
つ

い
て
お
話
す
る
前
に
、
日
産
自
動
車
の
概

要
を
説
明
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
日
産
自
動

車
は
車
を
作
っ
て
い
る
会
社
で
す
が
、
実

は
小
型
船
舶
も
造
っ
て
い
ま
す
。
日
産
が

エ
ン
ジ
ン
を
製
造
し
、
数
は
少
な
い
で
す

が
、
日
産
マ
リ
ー
ン
ボ
ー
ト
と
し
て
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

日
産
自
動
車
の
従
業
員
数
は
3
万
名
弱
、

グ
ル
ー
プ
全
体
で
す
と
約
15
万
人
で
す
。

拠
点
は
国
内
外
に
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
販

売
台
数
は
約
4
1
8
万
5
千
台
、
う
ち
、

日
本
で
は
約
60
万
台
の
車
両
販
売
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

日
産
自
動
車
が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
背
景

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
日
産
自
動
車
が
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
背
景
か
ら
お
話
し

し
ま
す
。
日
産
自
動
車
は
、
自
動
車
産
業

に
関
連
す
る
様
々
な
事
業
を
多
角
的
に
行

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
と

株
の
暴
落
で
、
資
金
繰
り
が
苦
し
く
な
り
、

会
社
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
陥
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
資
金
提
供
可
能
な
パ
ー

日
産
自
動
車（
株
）に
お
け
る

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
と
労
組
の
対
応

日
産
労
連
政
策
企
画
局
長　

冨
田 

珠
代

事例報告する冨田珠代日産労連政策企画局長
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ト
ナ
ー
を
模
索
し
た
結
果
、
1
9
9
9
年

に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ノ
ー
社
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
結
び
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
ル

ノ
ー
か
ら
来
ら
れ
た
の
が
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ

ー
ン
社
長
で
す
。
ゴ
ー
ン
社
長
が
行
っ
た

改
革
の
一
つ
が
「
目
標
意
識
の
改
革
」
で
、

コ
ミ
ッ
ト
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
い
う
文
化
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ミ
ッ
ト
と
は
必
ず

達
成
す
べ
き
目
標
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
は
コ

ミ
ッ
ト
の
先
を
目
指
す
目
標
で
す
。
目
標

の
達
成
度
合
い
が
個
人
の
評
価
に
つ
な
が

る
た
め
、「
そ
れ
ま
で
の
既
成
概
念
や
既

存
の
手
法
は
全
部
捨
て
て
、
一
か
ら
構
築

し
、
目
的
達
成
の
た
め
に
は
何
を
す
べ
き

な
の
か
、
み
ん
な
で
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
し

て
考
え
な
さ
い
」
と
い
う
指
示
の
も
と
、

徹
底
し
た
論
議
と
結
果
の
振
り
返
り
が
行

な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

成
果
主
義
型
人
事
制
度
の

導
入
の
狙
い

　

こ
の
考
え
方
に
合
わ
せ
て
導
入
さ
れ
た

の
が
、「
成
果
主
義
型
人
事
制
度
」
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
制
度
は
年
功
要
素
の
強
い
制

度
で
し
た
が
、新
し
い
評
価
制
度
は
、個
々

人
が
企
業
に
貢
献
す
る
価
値
を
ベ
ー
ス

に
、
会
社
と
個
人
が
お
互
い
の
ニ
ー
ズ
を

尊
重
し
あ
う
関
係
を
作
っ
て
い
く
制
度
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
導
入
す
る

際
、
評
価
の
過
程
や
評
価
の
基
準
が
明
確

に
な
っ
た
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
受
け
取
ら
れ

る
声
が
あ
る
一
方
で
、
目
標
の
設
定
の
高

さ
や
難
易
度
に
よ
っ
て
、
評
価
の
基
準
に

バ
ラ
つ
き
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

声
も
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
達
成
し
や

す
い
目
標
が
設
け
ら
れ
た
部
署
と
そ
う
で

な
い
部
署
、
そ
も
そ
も
目
標
を
数
値
化
す

る
の
が
難
し
い
部
署
な
ど
で
す
。
こ
れ
は

今
で
も
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
イ
ン
ド

の
導
入

　

も
う
一
つ
大
き
な
改
革
と
な
っ
た
の

が
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
イ
ン
ド
」

の
導
入
で
す
。
自
動
車
産
業
は
他
産
業
と

比
べ
、
男
性
従
業
員
が
圧
倒
的
に
多
く
、

日
産
自
動
車
も
同
様
で
、
男
女
比
率
を
み

る
と
男
性
が
約
95
％
、
女
性
は
約
5
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
の
考
え
方
が
入
っ
て
く
る
ま
で

は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
男
性
至
上
主
義
、

学
歴
・
学
閥
偏
重
と
い
う
、
非
常
に
官
僚

的
な
会
社
で
し
た
。
し
か
し
、
ル
ノ
ー
と

の
人
材
交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
で
、

私
た
ち
は
大
き
な
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

ル
ノ
ー
に
は
多
く
の
女
性
の
役
員
が
い
ま

し
た
が
、
当
時
の
日
産
に
女
性
の
役
員
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
管
理
職
も
、

ル
ノ
ー
は
女
性
が
30
％
強
も
い
る
の
に
対

し
て
、
日
産
の
場
合
は
0
・
7
％
と
い
う
状

況
で
し
た
。
ま
た
、
会
議

の
際
、
日
本
人
は
根
回
し

を
し
た
り
、
あ
う
ん
の
呼

吸
が
あ
っ
た
り
、
周
囲
の

反
応
を
気
に
し
な
が
ら
発

言
し
た
り
し
ま
す
が
、
フ

ラ
ン
ス
人
と
の
会
議
に
お

い
て
は
、
そ
う
し
た
手
法

は
一
切
通
じ
ま
せ
ん
で
し

た
。
と
に
か
く
自
分
の
意

見
を
主
張
し
て
、
議
論
を

闘
わ
せ
な
い
と
会
議
に
な

ら
な
い
、
そ
ん
な
状
況
と

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、「
学
歴
、
性
別

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
障
壁

に
な
っ
て
い
る
も
の
を
取

り
払
っ
て
、
多
様
性
を
認

め
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
会
社
の
発
展
に
つ

な
げ
て
い
こ
う
」
と
い
う
、「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
」
の
考
え
方
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
（
図
表
１
）。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
導
入
の
目
標

　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
辞
書
で
引
く
と

「
多
様
性
」
と
で
て
き
ま
す
が
、
日
産
自
動

車
で
は
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
「
性
別
や

文
化
、
学
歴
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
を

差
別
す
る
こ
と
な
く
受
け
入
れ
て
、
よ
り

大
き
な
価
値
を
創
造
し
て
い
く
」
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
差
別
を

な
く
し
、
機
会
を
均
等
に
す
る
と
、
違
い

を
受
容
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
個
々
人
の

個
性
が
発
揮
さ
れ
、
そ
れ
が
成
果
に
つ
な

が
り
、
大
き
な
シ
ナ
ジ
ー
効
果
（
相
乗
効

果
）
と
な
り
、
よ
り
大
き
な
成
果
を
伸
ば

し
て
い
け
る
と
い
う
考
え
で
す
。

女
性
の
能
力
開
発
の
推
進
に

取
り
組
む
理
由
①

－

お
客
様
ニ
ー
ズ

　

そ
こ
で
、
最
初
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

っ
た
の
が
、
女
性
の
能
力
開
発
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
で
し
た
。
な
ぜ
、
こ
れ
が
最

図表 1　ダイバーシティ



75   IMF JC   2012 Spring

women's social meeting

初
の
課
題
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
さ
れ
た
た
め
で
す
。
様
々
な
調
査

結
果
か
ら
、
車
両
の
購
入
の
際
、
約
60
％

の
割
合
で
女
性
が
関
与
し
て
い
る
事
が
分

か
っ
て
き
た
た
め
、
女
性
を
意
識
し
た
車

作
り
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
の
が
、
現
在
の

「
マ
ー
チ
」
で
す
。
マ
ー
チ
の
開
発
に
は
、

多
く
の
女
性
ユ
ー
ザ
ー
や
女
性
の
技
術
者

の
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
マ
ー
チ
に
は
、「
タ
イ
ヤ
ア
ン
グ

ル
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
」
が
装
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
車
庫
入
れ
の
際
、
ハ
ン
ド
ル
を
回

し
て
い
る
と
、
タ
イ
ヤ
の
向
き
が
分
か
ら

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ

れ
を
、
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
で
教
え
て
く
れ

る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
女
性
の
視

点
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
ほ
か
に
も

色
々
と
あ
り
ま
す
が
、
時
間
の
関
係
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
カ
タ
ロ
グ
を
ご

覧
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
（
図
表
２
）。

女
性
の
能
力
開
発
の
推
進
に

取
り
組
む
理
由
②

－
企
業
の
労
働
力
の
確
保

　

二
つ
目
の
理
由
が
、
企
業
と
し
て
の
労

働
力
の
確
保
で
し
た
。
こ
れ
は（
図
表
３
）

日
本
に
お
け
る
労
働
市
場
の
変
化
を
示
し

て
い
ま
す
。
日
本
の
総
人
口
が
減
っ
て
い

く
中
で
、
少
子
高
齢
化
は
ま
す
ま
す
進
む

一
方
で
す
。
男
女
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る

場
合
で
は
な
く
、
能
力
の
高
い
人
材
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
機
会
を
平
等
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
取
り

組
み
課
題
を
大
き
く
3
つ
取
り
上
げ
ま
し

た
。
1
つ
目
が
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
支

援
。
2
つ
目
が
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
推
進
。
3
つ
目
が
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・

マ
イ
ン
ド
の
定
着
で
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
１

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援

　

本
日
は
、
こ
の
中
か
ら
女
性
の
キ
ャ
リ

ア
開
発
支
援
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
推
進
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

先
ほ
ど
も
申
し
あ
げ
た
よ
う
に
、
日
産

自
動
車
の
従
業
員
は
、
男
性
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
の
で
、
女
性
が
意
思
決
定
に
加
わ

る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

女
性
従
業
員
の
ほ
う
も
、
自
分
が
そ
う
い

う
立
場
に
立
つ
と
は
全
く
思
っ
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
女
性
の
意
識
改
革
を
促
す
意

味
も
含
め
て
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
の
面
談
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

女
性
を
管
理
職
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と

に
抵
抗
の
あ
る
男
性
も
多
か
っ
た
の
で
、

図表 3　日本における労働市場の変化

図表 2　女性が関与しているお客様ニーズ
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女
性
従
業
員
向
け
の
キ
ャ
リ
ア
イ
ベ
ン
ト

に
は
、
必
ず
男
性
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
女
性
登
用
を
促
進
す
る
事
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

先
駆
的
な
立
場
を
担
っ
て
い
る
女
性
従
業

員
を
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
社
内
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
で
紹
介
し
、
女
性
が
管
理
職
に

つ
く
こ
と
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

独
自
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の

導
入

　

キ
ャ
リ
ア
開
発
に
は
、
独
自
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
上
司

や
部
門
長
の
推
薦
を
受
け
た
女
性
従
業
員

は
、
１
年
か
ら
2
年
を
か
け
て
、
管
理
職

ま
で
の
登
用
の
サ
イ
ク
ル
を
経
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
1
年
4
月
の
段

階
で
管
理
職
の
候
補
お
よ
び
総
括
層
の
候

補
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
30
名
弱
の
方
が
選
抜

さ
れ
て
お
り
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
た

教
育
を
受
け
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
２

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

　

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
に
お
い

て
、
次
に
取
り
組
ん
だ
も
の
が
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
で
す
。
女
性
は
出

産
、
育
児
、
介
護
な
ど
、
家
庭
的
な
責
任

と
仕
事
と
の
両
立
を
求
め
ら
れ
る
事
が
多

く
、
こ
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
当
時
の
日
産
自
動
車

の
従
業
員
の
年
齢
の
分
布
図
も
ま
た
同
じ

よ
う
に
Ｍ
字
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
ま
ず
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
入
れ
る
う
え
で
、
こ
の
離
職

率
の
高
い
部
分
に
対
し
て
何
を
す
べ
き
か

が
一
つ
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

2
0
0
3
年
、
2
0
0
4
年
に
退
職
さ
れ

た
女
性
従
業
員
の
方
を
対
象
に
追
跡
調
査

を
行
い
、
退
職
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

結
婚
を
機
に
辞
め
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
が
、
半
分
以
上
は
出
産
と
育
児
を

機
に
退
職
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
、
出
産
・
育
児
に
対
す
る
支

援
を
充
実
さ
せ
て
い
く
べ
く
、
諸
々
の
取

り
組
み
を
行
っ
た
結
果
、
こ
ち
ら
の
よ
う

な（
図
表
５
）
制
度
と
な
り
ま
し
た
。
多

く
の
制
度
に
お
い
て
、
子
ど
も
が
小
学
6

し
て
い
く
の
か
が
課
題
で
し
た
。
で
は
、

な
ぜ
会
社
が
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に

取
り
組
む
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
従

業
員
と
会
社
の
目
的
が
W
i
n

−

W
i
n

の
関
係
に
な
る
よ
う
に
築
い
て
い
け
ば
、
社

員
一
人
ひ
と
り
が
付
加
価
値
の
高
い
仕
事
を

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、
結
果
的
に
そ
れ

は
会
社
の
利
益
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
た
め
で
す
。
で
は
、
労
働
組
合
と
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
組
合
の
声
を
し
っ
か
り
と

聞
い
て
、
生
活
の
安
心
・
安
定
を
築
い
て
い

く
こ
と
は
ま
さ
に
労
働
組
合
の
責
務
で
す
か

ら
、
私
に
と
っ
て
は
労
働
組
合
の
仕
事
そ
の

も
の
が
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て

安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
え
、
自
ら
が
希

望
す
る
生
活
と
仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て

い
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ
れ
は
結
果
と
し
て

雇
用
さ
れ
つ
づ
け
る
能
力
に
つ
な
が
る
と
い

う
視
点
か
ら
も
、
私
た
ち
は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

導
入
ま
で
の
足
跡

　

で
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推

進
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
ど
こ
か
ら
何
を
す
べ

き
か
を
考
え
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
（
図
表

４
）
世
界
の
女
性
の
労
働
人
口
の
図
で
す
。

日
本
の
働
く
女
性
は
、
Ｍ
字
型
人
口
と
呼

ば
れ
る
と
お
り
、
働
き
盛
り
で
退
職
す
る

図表 4　日本と諸外国の女性の労働力人口
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年
生
を
終
え
る
ま
で
使
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
法
的
な
育
児
休
職
は
最
長
で

１
歳
６
ヵ
月
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

日
産
の
場
合
は
、
最
大
で
３
歳
に
な
る
直

前
ま
で
育
児
休
暇
が
取
れ
る
よ
う
な
仕
組

み
に
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
女
性
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

在
宅
勤
務
制
度
な
ど
の

両
立
支
援
制
度

　

も
う
一
つ
具
体
例
と
な
る
の
が
、「
マ

ー
チ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
事
業
所
内
託
児
所

で
す
。
こ
の
他
に
も
在
宅
勤
務
制
度
と

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
両
立
支
援
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
在
宅
勤
務
制
度
を
導
入
す
る

際
、
労
働
組
合
が
特
に
強
く
主
張
し
た
こ

と
は
、
本
制
度
が
女
性
の
た
め
だ
け
の
も

の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
際
に
、

現
在
、
90
人
く
ら
い
の
従
業
員
が
在
宅
勤

務
制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内

36
名
は
男
性
従
業
員
で
、
育
児
あ
る
い
は

介
護
を
理
由
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
施
策
を
続
け
た
結
果
、
退
職

理
由
に
変
化
が
出
て
き
ま
し
た
。
制
度
導

入
後
3
年
目
の
2
0
0
5
年
に
は
、
育
児

を
理
由
に
退
職
さ
れ
た
方
は
1
人
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
制
度

を
有
効
に
活
用
し
て
頂
い
て
い
る
こ
と
の

表
れ
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

女
性
の
登
用
の
前
進

　

ま
た
、2
0
0
4
年
に
は
1
・
6
％
だ

っ
た
女
性
の
管
理
職
比
率
が
、
現
在
で
は

6
％
ま
で
に
増
え
ま
し
た
。
日
本
の
製
造

業
の
平
均
が
2
・
3
％
、
自
動
車
の
平
均
が

0
・
6
％
で
す
か
ら
、
か
な
り
女
性
登
用

が
進
ん
だ
と
い
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
事
務
や
技
術
職
だ
け
で
は
な

く
、
生
産
ラ
イ
ン
や
販
売
会
社
に
お
け
る

女
性
の
登
用
も
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

特
に
生
産
現
場
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
は
力

を
入
れ
て
お
り
、
2
0
0
4
年
当
時
、
生

産
ラ
イ
ン
で
働
か
れ
て
い
る
女
性
の
比
率

は
0
・
5
％
で
し
た
が
、2
0
1
0
年
に
は

2
％
に
増
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
、
生
産

図表 5　ワークライフバランスの推進 ― 出産から育児まで

現
場
に
お
い
て
4
名
の
女
性
の
指
導
員
が

誕
生
し
て
お
り
ま
す
。
販
売
会
社
の
従
業

員
の
女
性
比
率
も
2
0
0
4
年
は
4
％
だ

っ
た
も
の
が
、2
0
1
0
年
に
は
6
％
に

増
え
て
い
ま
す
。
女
性
の
車
両
購
入
者
が

増
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
そ
の

視
点
に
沿
っ
た
販
売
が
で
き
る
女
性
の
カ

ー
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
働
け
る
た
め

の
職
場
づ
く
り

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
働
き
や
す
さ
の

視
点
か
ら
、
人
間
に
と
っ
て
の
使
い
や
す

さ
（
エ
ル
ゴ
ノ
ミ
ク
ス
）
に
も
、
取
り
組

ん
で
い
る
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
生
産

現
場
で
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
女
性
と
男

性
で
は
平
均
身
長
が
違
う
た
め
、
女
性
が

男
性
の
治
具
を
使
っ
て
作
業
を
し
よ
う
と

す
る
と
、
重
い
も
の
を
背
伸
び
し
て
取
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
転
倒
の
危
険

性
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
背
伸
び
を
し
な
く

て
も
い
い
よ
う
に
、
治
具
の
横
幅
を
広
く

し
て
、
積
載
量
は
そ
の
ま
ま
に
、
少
し
高

さ
を
下
げ
る
と
い
う
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
生
産
ラ
イ
ン
で
は
高
齢
化
も
進
ん
で

い
る
の
で
、
体
力
が
落
ち
た
と
し
て
も
、

誰
も
が
安
心
し
て
働
け
る
た
め
の
活
動
も

併
せ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

（
文
責
・
編
集
＝
金
属
労
協
組
織
総
務
局
）


